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熱中症の予防と緊急時の対応方法
◆自分で水分・塩分をとれなければ、意識がなければ

→すぐに病院へ。

◆熱中症予防のポイント

〇暑さ指数参考。指数25以上は警戒、28以上なら厳重警戒

〇居宅：居室の状況設定、体調、水分摂取等が大事

〇外出：出発時の打合せが大事。

（体調、荷物、衣類、外出ルートを再確認）

◆熱中症、ケガ、発作等、緊急事態を発見した場合には、

意識があるか、ないかを最初に確認。

意識障害の場合は緊急対応。

◆連絡先、対応方法は事前の取り決め通り。

（救急車、訪問看護師、医師、家族、その他）



【今回の流れ】

①アナウンス ブログに既出（会社HPより）

②福祉の現場では熱中症の事例件数は多い

③職場における熱中症対策が義務化（6月1日）

④暑さ指数 を参考にしていこう。

⑤熱中症の応急処置

⑥意識障害への対応 連絡先の確認方法

⑦熱中症の予防

⑧感想、ご意見 お願いします

アンケートへのリンク→→→

または、『事例一覧』や『スタッフページ』から
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【福祉の現場では熱中症の事例件数は多い】

■熱中症の事例

ひやりと事故の中で、熱中症の割合は多い。

①ガイド中に利用者が or ヘルパーが、、、

②入浴支援中のヘルパーが、、、

③エアコンを使わない家で、、（高齢福祉に多い）

④訪問したら返答がない。
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【職場における熱中症対策の義務化】

■令和7年6月1日施行

①体制整備 ②手順の周知 ③関係者への周知

■暑さ指数（WBGT）について

■マニュアルと動画

＜動画リンク＞

覚えておきたい

「熱中症」の応急手当
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【暑さ指数（WBGT）について】

■暑さ指数（WBGT）

熱中症を予防することを目的として1954年にアメ
リカで提案された指標です。

★熱中症のなりやすさは温度だけでは足りない

↓↓↓

①湿度

②日射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環境

③気温

３つを取り入れた指標
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熱中症
患者発
生率

1日
100万
人に対
しての
患者数

《暑さ指数が28（厳重警戒）を超えると
熱中症患者が著しく増加する》



《暑さ指数：運動に関する指針》
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《暑さ指数：日常生活に関する指針》



・動画リンク

【熱中症の応急処置】



対策症状重症度

•涼しい場所に移り体を冷やし、水
分・塩分をとる。
•改善しない又は悪化する場合は、
病院へ行く。

•めまいがする、立ちくらみがする。
•筋肉が痛い。
•大量の汗が出る。

Ⅰ度
（応急処置と
見守り）

•涼しい場所に移り、水分・塩分を
とる。

•（自分で水分・塩分をとれなけれ
ば）すぐに病院へ行く。

•頭が痛い。
•体がだるい、ぐったりする。力が
入らない。
•吐き気がする。吐く。

Ⅱ度
（医療機関
へ）

(すぐに救急隊を要請し
てください！)

•首や脇の下、足の付け根を水や
氷で冷やし、すぐに救急車を要
請する。

•意識がない。
•体にひきつけが起こる。けいれ
んする。
•まっすぐに走れない、歩けない。
•体温が高い。

Ⅲ度

(入院加療)



【意識障害への対応】

・緊急事態の場合（熱中症、ケガ、発作等）には、

意識があるか、ないかを最初に確認します。

・意識障害があれば、緊急対応

・すぐに救急車を呼ぶのか、

訪問看護師を呼ぶのか、ご家族を呼ぶのかは、

事前の取り決めで判断しましょう。

★事前の取り決めを確認しておくこと。

＆ その確認方法を知っておくこと。
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《救急搬送時必要な情報》
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指示書には、
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【緊急搬送時に必要な情報】

住所、氏名、性別、生年月日、緊急連絡先１、緊急連絡先２

今までにかかった病気やケガ、手術の情報、病院名

現在かかっている病気やケガ、手術の情報、病院名

現在飲んでいる内服薬の情報（お薬手帳または現物）

アレルギーの有無とアレルギー物質 ：

【事業所への連絡】

【サービスにおいて予見される危険と対応方法】

【その他関係機関の連絡先】

を載せています。以降は介護手順書が載せられている
。



【熱中症の予防】
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■日々の体調管理 ＋ 暑さ指数の確認

■（そして例年と同じく） 準備を怠らない、油断しない
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★まずは予防が大事

〇暑さ指数参考。

指数25以上は警戒、28以上なら厳重警戒

〇居宅：居室の状況設定、体調、水分摂取等が大事

〇外出：出発時の打合せが大事。

（体調、荷物、衣類、外出ルートを再確認）


